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企
画
財
政
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秘
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広
報
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市
役
所
３
階
）

　
  　
　
〒
708－8501 岡

山
県
津
山
市
山
北
520

広
報
津
山
は
、
環
境
保
護
の
た
め
再

生
紙
と
植
物
性
イ
ン
キ
を
使
用
し
て

い
ま
す
。
読
み
終
え
た
後
は
リ
サ
イ

ク
ル
（
雑
誌
）
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

 ☎
0868－32－2029

 FAX  0868－32－2152
 kouhou@

city.tsuyam
a.lg.jp
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津山から世界に挑む林業を目指す
院庄林業株式会社（二宮）

３

No.820

つやまじまん

えとこ
いっぱい
え

令和 4年度 二十歳を祝う会
1月８日　津山文化センター
令和 4年度 二十歳を祝う会
1月８日　津山文化センター

2023.３ 24

　津山の人・物・技術
など、明日誰かに自慢
したくなる津山のいい
ところを紹介します

2023（令和5年)
No.820

3
３月号の主な内容
手話で、筆談で コミュニケーション

慢慢津山

技
術
革
新
で
全
国
へ

　
創
業
者
は
鏡
野
町
か
ら
院
庄
に
移
り
、

ヒ
ノ
キ
丸
太
を
製
材
す
る
会
社
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
創
業
か
ら
20
年
経
っ
た

頃
、
製
材
の
機
械
化
・
大
型
化
を
目
指

し
、
集
成
材
工
場
を
作
り
ま
し
た
。
そ

の
際
、
木
の
水
分
を
抜
き
乾
燥
さ
せ
て

か
ら
使
う
「
乾
燥
材
」
の
開
発
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
木
材
は
水
を
含
ん
で
い

る
の
で
、
時
間
と
と
も
に
水
分
が
抜
け

て
い
く
と
、
ね
じ
れ
や
割
れ
、
縮
み
、

ゆ
が
み
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
乾
燥
材

の
開
発
で
会
社
の

知
名
度
が
上
が
り

ま
し
た
。
平
成
時

代
に
さ
ら
に
大
型

化
が
進
み
、
工
場

は
市
内
だ
け
で
な

く
静
岡
県
、
さ
ら

に
は
国
外
に
進
出

し
ま
し
た
。

美
作
ヒ
ノ
キ
の
優
れ
た
点
　

　
ヒ
ノ
キ
の
産
地
は
岐
阜
県
、
和
歌
山

県
が
有
名
で
、
岡
山
県
の
美
作
ヒ
ノ
キ

の
知
名
度
は
、
有
名
産
地
に
及
び
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
乾
燥
材
の
開
発
で
、

有
名
産
地
に
負
け
な
い
活
路
を
見
い
出

し
ま
し
た
。
今
で
は
、
木
造
住
宅
の
骨

組
み
で
、
美
作
ヒ
ノ
キ
の
曲
が
り
に
く

い
品
質
が
認
め
ら
れ
、
多
く
の
大
手
住

宅
メ
ー
カ
ー
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

木
材
を
世
界
に
輸
出
し
た
い

　
国
内
の
産
地
で
は
、
多
く
の
ヒ
ノ
キ

が
伐
採
時
期
を
迎
え
て
い
る
半
面
、
若

い
樹
木
が
少
な
い
で
す
。
こ
の
た
め
、

植
林
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
津
山
地

域
は
森
林
資
源
が
豊
富
な
の
で
、
こ
の

環
境
を
生
か
し
、
国
内
の
需
要
に
応
え

る
だ
け
で
な
く
、
海
外
に
輸
出
で
き
る

体
制
を
作
り
た
い
で
す
。
北
欧
な
ど
の

輸
出
大
国
は
、
森
林
技
術
や
伐
採
環
境

な
ど
が
日
本
よ
り
も
優
れ
、
国
を
挙
げ

て
森
林
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。
海
外

の
取
り
組
み
を
見
習
い
、
輸
出
体
制
を

整
え
て
、
美
作
ヒ
ノ
キ
の
良
さ
を
世
界

の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
し
て

　
木
材
は
伐
採
と
植
林
の
サ
イ
ク
ル
を

持
続
す
る
こ
と
で
、
二
酸
化
炭
素
の
排

出
を
抑
え
、
持
続
可
能
な
社
会
を
実
現

で
き
ま
す
。
木
材
の
良
さ
を
広
め
、
木

材
を
使
う
環
境
づ
く
り
を
続
け
て
い
き

た
い
で
す
。
地
域
の
特
性
を
生
か
し
、

津
山
地
域
の
森
林
環
境
の
良
さ
を
、
多

く
の
人
に
広
め
て
い
き
た
い
で
す
。

　昭和 30 年（1955）創業。製材・集
成材・プレカットの工場を設立後、立木
事業に着手。植林・伐採から住宅販売ま
で一貫した事業を展開。工程の無駄を省
き、品質の向上と安定供給を目指してい
ます。平成 24 年（2012）に社長に就
任した、武本哲郎さんに話を聞きました。

　「
お
待
ち
い
た
だ
い
て
よ
ろ
し
い

で
す
か
？
」
よ
く
聞
く
丁
寧
な
表
現

で
す
。
手
話
を
使
う
人
に
筆
談
で
伝

え
よ
う
と
書
く
と
、「
待
つ
・
い
た

だ
く
・
良
い
」
と
た
く
さ
ん
の
言
葉

が
入
っ
て
分
か
り
に
く
い
そ
う
で

す
。「
待
っ
て
く
だ
さ
い
」だ
け
で
は
、

冷
た
い
と
不
安
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

書
く
言
葉
は
簡
単
に
、
気
持
ち
は
表

情
や
態
度
で
伝
え
ま
し
ょ
う
！（
　
）

　
院
庄
林
業
の
取
材
で
、
木
材
を
海

外
に
輸
出
し
た
い
話
が
出
た
時
、
伐

採
か
ら
丸
太
ま
で
を
数
分
で
終
わ
る
、

北
欧
の
大
型
機
械
を
思
い
出
し
ま
し

た
。
な
だ
ら
か
な
地
形
の
北
欧
と
急

峻し
ゅ
ん

な
地
形
の
日
本
は
環
境
が
違
う
た

め
、
独
自
の
体
制
づ
く
り
が
必
要
で

す
。
厳
し
い
条
件
の
中
で
挑
戦
す
る

姿
勢
に
、
取
材
中
、
何
度
も
応
援
し

た
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。（
三
） 

　
作
陽
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
女
子
が
出

場
し
た
、
全
国
大
会
準
決
勝
の
取
材

と
応
援
に
行
き
ま
し
た
。
激
し
い
攻

防
を
、
訪
れ
た
大
勢
の
人
が
心
を
合

わ
せ
て
応
援
し
、
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
の

楽
し
み
を
感
じ
ま
し
た
。
津
山
で
も
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
の
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
を
観
戦
で
き
る
機
会
が
増
え

て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
津
山
の
ス
ポ

ー
ツ
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
！（
☀☀
）

久米工場（くめ）

社長の武本哲郎さん




